
※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

×

× ○

○ ○

×

× ○

○ ○ × ○

○ ○ × ○

○

× ○

× × × ×

× ○ ○

×

× × ×

×

○

×

 

確　認　数 ： １４

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

昨年
さくねん

と比
く ら

べ確認
かくにん

数
すう

が６メッシュ減
へ

りました。河南
か な ん

地域
ち い き

の発見
はっけん

報告
ほうこく

は残念
ざんねん

ながらありませんでした。巣
す

作
づく

り

に必要
ひつよう

な大木
たいぼく

、特
と く

に穴
あな

や割
わ

れ目
め

のある木
き

が無
な

いせいだと思
おも

われます。対
たい

して河北
か ほ く

地域
ち い き

からの報告
ほうこく

は順調
じゅんちょう

でし

た。アオバズクは住
す

み着
つ

けばそこで夕暮
ゆ う ぐ

れから夜間
や か ん

にかけて特徴
とくちょう

のある声
こえ

で長
なが

く鳴
な

き続
つづ

けるので、姿
すがた

は見
み

ら

れなくても耳
みみ

による識別
しきべつ

は容易
よ う い

です。本当
ほんとう

に貴重
きちょう

な種類
しゅるい

でもあるので多
おお

くの方
かた

たちに関心
かんしん

を持
も

ってほしい野
や

鳥
ちょう

です。
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68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

5月
がつ

～10月
がつ

69

70

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

62

63

64

65

66

67

53

　ハトぐらいの大
おお

きさ

でフクロウの仲間
な か ま

。青
あお

葉
ば

の茂
しげ

る頃
ころ

に飛来
ひ ら い

する

夏鳥
なつどり

である。胸
むね

から腹
はら

にかけてまだら模様
も よ う

で

あるが、全体的
ぜんたいてき

にこげ

茶色
ちゃいろ

である。神社
じんじゃ

や

寺
てら

、公園
こうえん

などの林
はやし

で、

日中
にっちゅう

はほとんど動
うご

かな

いが、夜
よる

になると蛾
が

や

その他
ほか

の昆虫
こんちゅう

をねらっ

て活動
かつどう

する。よくとお

る声
こえ

で「ホッホー、

ホッホー」と鳴
な

き続
つづ

け

る。

54

55

56

57

58

59

60

61

Ⅱ　調　　査　　結　　果

　１　身近
み ぢ か

な生
い

き物
も の

調査
ち ょ う さ

結果
け っ か

ア オ バ ズ ク
14

31

51

52

メッシュ

報　告　数 ： ３１ メッシュ

2019年度　20/55　　2018年度　12/48

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

○

× ○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ × ○

○ ○ ○ ×

× ○

○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

×

 

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

樹木
じ ゅ も く

のほとんど無
な

い市街地
し が い ち

や広
ひろ

い水田
すいでん

には飛来
ひ ら い

しませんが、昔
むかし

から多
おお

くの人
ひと

たちに親
し た

しまれて

います。河北
か ほ く

地
ち

域
いき

の多
おお

くのメッシュで発見
はっけん

報告
ほ う こ く

がありました。胸
むね

の黒
く ろ

いタテの帯
おび

、澄
す

んだ鳴
な

き声
ごえ

はかわいらしく、大
おお

きな特徴
とくちょう

です。
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68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 　年
ねん

　間
かん

69

70

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

61

62

63

64

65

66

52

53

　スズメぐらいの大
おお

き

さで、林
はやし

や樹木
じ ゅ も く

のある

公園
こうえん

などで普通
ふ つ う

に見
み

ら

れる。頭
あたま

が黒
く ろ

く、ほお

が白
しろ

く、のどから腹
はら

に

かけて黒
く ろ

いネクタイを

しているように見
み

え

る。背中
せ な か

は灰色
はいいろ

で緑
みどり

が

かっている。「ツツ

ピー、ツツピー」とさ

えずり、「チーチー、

ジュクジュク」とも鳴
な

く。とても動
うご

きが速
はや

く、時々
ときどき

庭
にわ

にも現
あらわ

れ

る。

54

55

56

57

58

59

60

67

40

51

シ ジ ュ ウ カ ラ
36確　認　数 ： ３６ メッシュ

報　告　数 ： ４０ メッシュ

2019年度　33/56　　2018年度　41/53

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

×

× ○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ × ○ ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ ○

× ○

○ × ○ ×

× ○

× ○

○ × ○ ×

○ ×

○

×

 

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

野鳥
や ち ょ う

に詳
く わ

しい友人
ゆ う じ ん

から「カワセミが少
す く

なくなったね」と何度
な ん ど

も聞
き

く昨今
さ っ こ ん

ですが、レポーターの

皆
みな

さんから意外
い が い

にもたくさんの発見
はっけん

報告
ほ う こ く

が寄
よ

せられました。確認
かく にん

率
り つ

は69％にもなります。野鳥
や ち ょ う

に

関心
かんしん

を持
も

っている方
かた

がひときわ美
うつく

しいこのカワセミに特別
と く べ つ

な魅力
み り ょ く

を感
かん

じている証
あかし

とも受
う

け取
と

れま

す。池
いけ

や小川
お が わ

や水田
すいでん

を美
うつく

しく維持
い じ

すればまだまだ将来
しょうらい

の希望
き ぼ う

につながると思
おも

います。
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68

 観察適期
か ん さ つ て き き

 　年
ねん

　間
かん

69

70

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

61

62

63

64

65

66

52

53

　スズメよりやや大
おお

き

い。くちばしが長
なが

く背
せ

中
なか

がコバルトブルー

で、腹
はら

がオレンジ色
いろ

の

美
うつく

しい鳥
と り

である。水辺
み ず べ

に生息
せいそく

し、木
き

の枝
えだ

やク

イに止
と

まって小魚
こざかな

をね

らい、ダイビングして

捕
と

らえる。水面
すいめん

すれす

れに直線的
ちょくせんてき

に飛
と

び、

「チーッ」あるいは

「ツイー」と自転車
じ て ん し ゃ

の

ブレーキ音
おん

のような声
こえ

で鳴
な

く。

54

55

56

57

58

59

60

67

39

51

カ ワ セ ミ
27確　認　数 ： ２７ メッシュ

報　告　数 ： ３９ メッシュ

2019年度　31/56　　2018年度　31/54

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

×

× ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ × ○

× ○

○ ○ ○ ×

× ○ ○

×

○ ○ ×

○

○

×

 

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

特徴
とくちょう

のある大
おお

きな声
こ え

で、しかも長時間
ち ょ う じ か ん

鳴
な

き続
つづ

けるので昔
むかし

から多
おお

くの人
ひと

たちに知
し

られています。

人家
じ ん か

の多
おお

い地域
ち い き

、ヨシ原
はら

の無
な

い地域
ち い き

には生息
せい そく

しません。広
ひろ

い河原
か わ ら

や休耕地
き ゅ う こ う ち

になってヨシの茂
しげ

って

いる地域
ち い き

に焦点
しょうてん

を絞
しぼ

って調査
ち ょ う さ

すれば、思
おも

いがけない発見
はっけん

があると思
おも

います。
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68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 5月
がつ

～8月
がつ

69

70

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

61

62

63

64

65

66

52

53

　スズメより大
おお

きい夏
なつ

鳥
どり

で、4月末
がつまつ

から5月
がつ

に

かけて、水辺
み ず べ

の開
ひら

けた

ヨシ原
はら

（アシ原
はら

）に飛
ひ

来
らい

する。背
せ

中
なか

が褐色
かっしょく

、

胸
むね

から腹
はら

にかけて淡褐
たんかっ

色
しょく

の目立
め だ

たない鳥
と り

であ

る。見通
み と お

しのよい、ほ

ぼ決
き

まった場所
ば し ょ

で

「ギョギョシ、ギョ

ギョシ」と大
おお

きな声
こえ

で

鳴
な

き続
つづ

けるが、8月
がつ

に

なるとほとんど鳴
な

かな

くなる。

54

55

56

57

58

59

60

67

40

51

オ オ ヨ シ キ リ
30確　認　数 ： ３０ メッシュ

報　告　数 ： ４０ メッシュ

2019年度　23/57　　2018年度　32/53

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

×

× ○

○

○

○ ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○ ○ ×

× ○ ×

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

×

 

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

昨年
さ く ね ん

より確認
かく にん

メッシュ数
す う

が減少
げんしょう

したものの、確認
かく にん

率
り つ

は10％あまり上昇
じょうしょう

しました。河北
か ほ く

・河南
か な ん

地
ち

域
いき

とも安定
あんてい

しており平野部
へ い や ぶ

で多
おお

く確認
かく にん

されています。ただ、コサギ、チュウサギ、ダイサギの識
し き

別
べつ

が難
むずか

しいので、レポーターの方
かた

たちも誤
あやま

って認識
にんしき

している例
れい

ももしかしたらあるかもしれませ

ん。
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67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

　 年
ねん

　間
かん

69

70

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

61

62

63

64

65

66

52

53

　カラスよりもやや大
おお

きく、四季
し き

を通
とお

して見
み

られる普通
ふ つ う

の白
しら

サギで

ある。くちばしが黒
く ろ

く、白
しら

サギ類
るい

の中
なか

では

コサギだけが足指
あしゆび

が黄
き

色
いろ

である。川
かわ

や沼
ぬま

、水
すい

田
でん

、湿地
し っ ち

などで小魚
こざかな

や

アメリカザリガニ、カ

エルなどを捕
と

らえる。

54

55

56

57

58

59

60

40

51

コ サ ギ
33確　認　数 ： ３３ メッシュ

報　告　数 ： ４０ メッシュ

2019年度　40/56　　2018年度　33/52

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

×

× ○

○

○

× ○

○ ○ × ×

○ × ○ ○

○ ○

×

○ × ○ ×

○ ○ ○

×

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

×

 

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

市街地
し が い ち

を除
のぞ

く河北
か ほ く

・河南
か な ん

地域
ち い き

の平野部
へ い や ぶ

に変
か

わりなく生息
せい そく

しているようです。特
と く

に渡良瀬
わ た ら せ

川
がわ

流域
りゅういき

の河川敷
か せ ん じ き

や草原
そうげん

に多
おお

く、矢場
や ば

川
がわ

下流
か り ゅ う

部
ぶ

、筑波
つ く ば

地区
ち く

周辺
しゅうへん

も確認
かく にん

数
す う

は例年
れいねん

通
どお

り安定
あんてい

しています。空
そら

の

高
たか

きに留
と ど

まりながら特
と く

徴
ちょう

のある声
こ え

で鳴
な

き続
つづ

けるので識
し き

別
べつ

は容
よ う

易
い

です。
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67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 　年
ねん

　間
かん

69

70

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

61

62

63

64

65

66

52

53

　スズメより少
すこ

し大
おお

き

く、広々
ひろびろ

とした河原
か わ ら

や

農耕地
の う こ う ち

などにすむ。色
いろ

はスズメより少
すこ

し淡
あわ

い

褐色
かっしょく

だが模様
も よ う

は似
に

てい

る。早春
そうしゅん

から大空
おおぞら

高
たか

く

舞
ま

い上
あ

がり、宙
ちゅう

に留
とど

ま

りながら「ピーチュ

ク、ピーチュク」と長
なが

く鳴
な

き続
つづ

ける。地上
ち じ ょう

で

は頭
あたま

の羽毛
う も う

を立
た

ててい

る時
とき

が多
おお

く、虫
むし

や草
く さ

の

種子
し ゅ し

をあさっている。

54

55

56

57

58

59

60

33

51

ヒ バ リ
23確　認　数 ： ２３ メッシュ

報　告　数 ： ３３ メッシュ

2019年度　27/54　　2018年度　32/50

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

×

× ○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

×

 

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

昔
むかし

から人々
ひと びと

に愛
あい

され親
し た

しまれているので見誤
みあやま

ることはまずありません。市内
し な い

平野部
へ い や ぶ

ではごく普
ふ

通
つ う

に見
み

られる小鳥
こ と り

です。人
ひと

が住
す

んでいるところにツバメは巣
す

を構
かま

えます。人
ひと

がいなければその地
ち

域
いき

には生息
せい そく

しません。山間部
さ ん か ん ぶ

、森林
し ん りん

帯
たい

では見
み

られない鳥
と り

と思
おも

っていいでしょう。近年
きんねん

、カラスの

増加
ぞ う か

でヒナや卵
たまご

が襲
おそ

われる例
れい

が珍
めずら

しくありません。温
あたた

かい目
め

で見守
み ま も

りましょう。
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68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

 4月
がつ

～10月
がつ

69

70

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

61

62

63

64

65

66

52

53

　人々
ひとびと

に愛
あい

され、親
した

し

まれてきた夏鳥
なつどり

であ

る。のどが赤茶色
あかちゃいろ

で背
せ

中
なか

が黒
く ろ

く、尾
お

は長
なが

く二
ふた

つに分
わ

かれている。毎
まい

年
と し

3月
がつ

末
まつ

から4月
がつ

にかけ

て飛来
ひ ら い

し、軒先
のきさき

に土
つち

で

巣
す

を作
つ く

り繁殖
はんしょく

し、9月
がつ

ごろ南
みなみ

へ渡
わた

っていく。

　ツバメに似
に

た、腰
こし

の

白
しろ

いイワツバメや、腰
こし

が茶色
ちゃいろ

のコシアカツバ

メも見
み

られるので、注
ちゅう

意
い

して観察
かんさつ

しよう。

54

55

56

57

58

59

60

67

57

51

ツ バ メ
53確　認　数 ： ５３ メッシュ

報　告　数 ： ５７ メッシュ

2019年度　70/71　　2018年度　64/67

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川



※過年度　確認数/報告数

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

×

× ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ × ○

○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

×
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カラスの仲間
な か ま

です。平野
へ い や

で樹木
じ ゅ も く

の点在
てんざい

する環境
かんきょう

を好
この

み、奥山
お く やま

ではほとんど見
み

られません。スズ

メやカラス、ムクドリよりも生息数
せ い そ く す う

は少
す く

ないですが、市内
し な い

では普通
ふ つ う

に見
み

られる野鳥
や ち ょ う

と思
おも

っていい

でしょう。小
ちい

さな群
む

れを形成
けいせい

することが多
おお

いようです。

67

68

 観察
か ん さつ

適期
て き き

　年
ねん

　間
かん

69

70

・生き物が見つかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   印 で 表 示

61

62

63

64

65

66

52

53

　キジバトくらいの大
おお

きさで、頭
あたま

が黒
く ろ

く、背
せ

中
なか

が灰色
はいいろ

で、水色
みずいろ

の尾
お

羽
ばね

が名前
な ま え

のとおり長
なが

い

のが特徴
とくちょう

である。樹
き

の

多
おお

い市街地
し が い ち

や村落
そんらく

の樹
じゅ

上
じょう

に巣
す

を作
つ く

り、昆虫
こんちゅう

や

木
き

の実
み

を食
た

べている。

年中
ねんじゅう

、「ゲーイ、ギュ

ギュ」と鳴
な

きながら、

十数羽
じゅうすうわ

の集団
しゅうだん

で行動
こうど う

し、関東地方
か ん と う ち ほ う

ではふつ

うに見
み

られる。

54

55

56

57

58

59

60

調   査   結   果 ・生き物が見つからなかったメッシュ　・・・・・・・・・・・・・・・・・・

47

51

   印 で 表 示

オ ナ ガ
43確　認　数 ： ４３ メッシュ

報　告　数 ： ４７ メッシュ

2019年度　42/59　　2018年度　35/54

小俣川

松田川

名草川

田島川

矢場川

東武伊勢崎線

渡良瀬川

国道 50号

県道 67

ＪＲ 両毛

国道293号

粟谷川


